
令和８年（2026年）10月１日
滋賀県立安土城考古博物館

第137号

令和８年度秋季特別展・安土城築城450年記念

令和 8年

10月10日（土）─11月15日（日）
開館時間 ＝ 午前９時～午後５時 ※入館は午後４時30分まで 
休　館　日 ＝ 月曜日 ※ただし月曜日が祝日の場合は翌日
入　館　料 ＝ 大人970円（750円）／大学生700円（520円）／
小中高生420円（310円）／県内高齢者〈65歳以上〉510円（390円） 
※（　）は20人以上の団体料金です。
主催 ＝ 滋賀県立安土城考古博物館

近
江
八
幡
市
指
定
文
化
財 

織
田
信
長
画
像
（
近
江
八
幡
市
摠
見
寺
蔵
）
部
分

愛知県指定文化財　築城図屏風（名古屋市博物館蔵）部分



令
和
８
年
度
秋
季
特
別
展

安
土
城
築
城
４
５
０
年
記
念

「
天
下
人
の
城
下
町
　
安
土
」

　
　

会
期
：
令
和
８
年
10
月
10
日（
土
）〜
11
月
15
日（
日
）

　
　

会
場
：
企
画
展
示
室

　

尾
張
国
（
愛
知
県
）
か
ら
実
力
で
台
頭
し
て
天
下
静
謐

を
目
指
し
た
織
田
信
長
は
、天
正
三
年（
一
五
七
五
）一
一
月
、

敵
対
勢
力
を
ほ
ぼ
制
圧
し
た
と
し
て
、
織
田
家
の
家
督
と

尾
張
・
美
濃
（
岐
阜
県
）
の
領
国
を
嫡
男
の
信
忠
に
譲
っ

た
の
ち
、
翌
年
か
ら
近
江
国
（
滋
賀
県
）
安
土
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
類
を
見
な
い
壮
大
な
城
の
建
築
に
着
手
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
、近
世
城
郭
の
先
が
け
と
な
っ
た
安
土
城
で
す
。

今
年
は
、
そ
の
築
城
開
始
か
ら
四
五
〇
年
の
記
念
の
年
に

あ
た
り
ま
す
。

　

作
ら
れ
た
の
は
、
城
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
麓

に
は
、
天
下
人
と
な
っ
た
信
長
に
ふ
さ
わ
し
い
、
多
く
の

人
で
賑
わ
っ
た
城
下
町
も
築
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
は
古

代
以
来
の
庄
園
で
あ
る
豊
浦
庄
や
、
中
世
の
港
町
で
あ
っ

た
常
楽
寺
港
が
あ
っ
た
場
所
で
し
た
が
、
信
長
は
そ
れ
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
町
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
ま
す
。

　

町
づ
く
り
の
基
本
方
針
と
し
て
、
十
三
箇
条
か
ら
な
る

掟
書
（
安
土
山
下
町
中
掟
書
）
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
こ
に
は
、
町
全
体
を
楽
市
楽
座
と
す
る
こ
と
や
、
移
住

し
て
き
た
人
々
の
税
や
労
役
負
担
を
免
除
す
る
特
典
、
治

安
の
守
ら
れ
た
安
全
な
町
と
す
る
工
夫
、
商
人
ら
に
城
下

町
に
立
ち
寄
り
宿
泊
さ
せ
る
義
務
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
信
長
は
、
家
臣
た
ち
の
家
族
を
呼
び
寄
せ
、

〈
秋
季
特
別
展
記
念
講
演
会
〉

10
月
31
日（
土
）

「
信
長
の
城
下
町
の
系
譜
〜
安
土
へ
の
道
」

　
講　
師　
仁
木 

宏
氏

　
　
　
　
　
（
大
阪
公
立
大
学
教
授
・
大
阪
歴
史
博
物
館
館
長
）

　
時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時

　
会　
場　
当
館
２
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム　

　
参
加
費　
１
０
０
０
円 

　
定　
員　
１
２
０
名　
※
先
着
順

〈
城
郭
ト
レ
イ
ル
〉

❶ 

10
月
12
日（
月
・
祝
）「
安
土
城
跡
①
」　
　
　
　
　

❷ 

11
月
３
日（
火
・
祝
）「
安
土
城
跡
②
」　
　
　
　
　

❸ 

11
月
14
日（
土
）　　
　

「
観
音
寺
城
跡
と
桑
實
寺
」　

※
い
ず
れ
も
事
前
予
約
が
必
要
（
雨
天
中
止
）

　

参
加
費　
２
０
０
０
円（
入
山
料
、保
険
料
を
含
む
）

　
定　
員　
❶
❷ 

25
名
、 ❸ 

20
名

【
主
な
展
示
資
料
】　 

◎
重
要
文
化
財
、
△
県
指
定
文
化
財
、
□
市
町
指
定
文
化
財

□
織
田
信
長
画
像
（
近
江
八
幡
市
摠
見
寺
蔵
）

△
築
城
図
屏
風
（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）

◎
近
江
国
守
護
奉
行
人
連
署
奉
書
案

　
　
―
今
堀
日
吉
神
社
文
書
―
（
東
近
江
市
日
吉
神
社
蔵
）

□
近
江
国
蒲
生
郡
安
土
古
城
図
（
近
江
八
幡
市
摠
見
寺
蔵
）

　
信
長
公
記
　

首
巻
（
個
人
蔵
）

◎
織
田
信
長
制
札
（
岐
阜
市
円
徳
寺
蔵
）

　
金
城
温
古
録 

巻
十
二
（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）

　
江
州
蒲
生
郡
豊
浦
村
与
須
田
村
山
論
立
会
絵
図
（
個
人
蔵
）

□
長
谷
川
秀
一
画
像
（
彦
根
市
崇
徳
寺
蔵
）

　
金
森
長
近
禁
制
―
稱
名
寺
文
書
―
（
福
井
市
稱
名
寺
蔵
）

寺
社
や
キ
リ
ス
ト
教
の
施
設
な
ど
も
誘
致
し
て
い
ま
す
。

　

六
千
人
も
の
住
人
で
賑
わ
っ
た
と
さ
れ
る
町
に
発
展
し

ま
し
た
が
、
信
長
が
本
能
寺
の
変
で
討
た
れ
、
家
臣
の
羽

柴
秀
吉
が
天
下
統
一
を
引
き
継
ぐ
と
、
そ
の
甥
の
秀
次
が

新
た
に
建
て
た
八
幡
山
城
の
城
下
町
へ
と
、
人
々
は
移
っ

て
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

信
長
が
作
り
、
そ
の
後
、
秀
吉
、
家
康
と
つ
な
が
る
天

下
人
の
町
づ
く
り
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
安
土
城
下
町
は
、

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
町
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

展
覧
会
で
は
、
安
土
が
ど
の
よ
う
な
町
だ
っ
た
の
か
に

つ
い
て
、
そ
れ
以
前
に
楽
市
が
あ
っ
た
観
音
寺
城
の
城
下

町
や
、
信
長
の
築
い
た
小
牧
（
愛
知
県
）・
岐
阜
（
岐
阜
県
）、

安
土
を
引
き
継
い
で
発
展
し
て
い
く
八
幡
や
秀
吉
の
大
坂
、

家
康
の
江
戸
を
通
し
て
、
天
下
人
の
町
づ
く
り
を
、
残
さ

れ
た
資
料
か
ら
考
え
ま
す
。　
　
　
　
　
　

  （
髙
木
叙
子
） 

　
河
尻
秀
隆
書
状
―
高
宮
寺
文
書
―
（
彦
根
市
高
宮
寺
蔵
）

◎
安
土
山
下
町
中
掟
書
（
近
江
八
幡
市
蔵
）

△
織
田
信
長
条
々
―
橘
家
文
書
―
（
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
）

□
織
田
信
長
朱
印
状
―
酒
井
家
文
書
―
（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）

△
織
田
信
長
朱
印
状
―
浄
厳
院
文
書
―
（
近
江
八
幡
市
浄
厳
院
蔵
）

　
豊
臣
秀
次
画
像
（
大
阪
城
天
守
閣
蔵
）

◎
八
幡
山
下
町
中
掟
書
（
近
江
八
幡
市
蔵
）

◎
徳
川
家
康
禁
制
―
長
命
寺
文
書
―
（
近
江
八
幡
市
長
命
寺
蔵
）

　
※
会
期
中
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
、
開
幕
日
以
降
に

　
　
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
下
さ
い
。

か
と
く

お
わ
り
の
く
に

て
ん
か
せ
い
ひ
つ

ふ
も
と

と
よ
う
ら
の
し
ょ
う

お
き
て
が
き

さ
ん
げ
ち
ょ
う
ち
ゅ
う

じ
ょ
う
ら
く
じ

ち
ゃ
く
な
ん

は
ち
ま
ん
や
ま

み

の



伝二の丸北東隅（調査前）

天主台南東面（調査前）

令
和
８
年
度
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て

　

特
別
史
跡
安
土
城
跡
で
は
、
天
主
台
周
辺
地
区
の
整
備

に
伴
う
発
掘
調
査
を
令
和
５
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
天
主
台
の
北
西
面
・
西
面
・
南
面
・
南
東
面

の
４
面
の
崩
落
部
分
と
、
伝
二
の
丸
跡
の
北
東
の
隅
の
調

査
を
行
い
、
整
備
に
必
要
と
な
る
情
報
を
得
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

７
面
で
構
成
さ
れ
る
天
主
台
石
垣
の
う
ち
、
北
西
面
か

ら
南
東
面
の
４
面
の
崩
れ
て
い
る
部
分
と
、
北
西
面
の
両

端
の
隅
角
を
調
査
し
ま
す
の
で
、
こ
の
部
分
の
残
存
状
況

や
石
垣
構
築
に
関
す
る
情
報
を
得
る
予
定
で
す
。

　

伝
二
の
丸
跡
の
北
東
隅
は
、
天
主
台
の
北
西
面
の
裾
に

あ
た
り
ま
す
。
現
状
は
、
石
垣
の
崩
れ
に
よ
り
天
主
台
の

北
面
は
急
峻
な
斜
面
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
来
は
、
伝

二
の
丸
跡
と
伝
本
丸
取
付
台
は
天
主
台
北
面
の
裾
で
つ
な

が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
調
査
で
は
そ
の

様
子
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
滋
賀
県
文
化
財
保
護
課
）

収
蔵
資
料
紹
介

文
明
年
銘
平
瓦　
　
　

 

文
明
三
年
（
一
四
七
一
）

近
江
八
幡
市
摠
見
寺
蔵　

当
館
寄
託

　

本
資
料
は
、近
江
八
幡
市
安
土
町
所
在
の
摠
見
寺
二
王
門

を
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
解
体
修
理
し
た
際
、
屋
根

か
ら
降
ろ
さ
れ
た
も
の
で
す
。
本
資
料
と
伴
に
保
管
さ
れ

て
い
る
付
箋
に
は
、「
大
正
六
年
楼
門
の
屋
根
葺
替
修
理

の
際
発
見
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
背
面
に
左
の
如
き
箆
書
が

あ
る　

文
明
三
年
（
西
紀
一
四
七
〇
）　

南
無
観
世
菩
薩　

南
無
薬
師　

南
無
観
世
菩
薩　

六
月
八
日
」
と
記
載
さ
れ

て
お
り
、
同
様
の
願
文
が
平
瓦
凹
面
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
の
法
量
は
、
長
さ
三
〇
・
三
㎝
、
広
端
幅
二
三
・

八
㎝
、
狭
端
幅
二
二
・
五
㎝
、
厚
さ
二
・
二
㎝
で
す
。
瓦

の
表
面
を
よ
く
観
察
す
る
と
、
凹
面
は
全
体
を
横
方
向
に
、

そ
の
後
左
右
両
側
面
付
近
を
縦
方
向
に
な
で
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
広
端
・
狭
端
・
両
側
面
の
角
を
面
取
り
し
て
い
ま

す
。
両
側
面
の
角
は
二
回
、
ま
た
狭
端
は
他
の
箇
所
よ
り

も
広
め
に
面
取
り
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
瓦
を
屋
根
に

葺
く
際
に
用
い
る
葺
き
土
の
痕
跡
が
、
凹
字
状
の
白
色
と

し
て
確
認
で
き
ま
す
。
中
央
横
方
向
に
付
い
た
葺
き
土
は
、

瓦
の
長
さ
の
お
お
よ
そ
半
分
の
位
置
に
な
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
平
瓦
が
屋
根
に
葺
か
れ
て
い
た
と
き
は
、
他
の
平
瓦

と
二
分
の
一
ず
つ
重
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

反
対
に
凸
面
を
観
察
す
る
と
、
縦
方
向
に
な
で
て
調
整

し
た
上
か
ら
、
砂
粒
が
多
量
に
付
い
て
い
ま
す
。
中
世
の

瓦
は
一
般
的
に
、
か
ま
ぼ
こ
状
の
形
を
し
た
凸
型
台
で
一

次
成
形
を
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
瓦
も
、
ま

ず
粘
土
を
凸
型
台
に
載
せ
て
成
形
し
、
二
次
調
整
す
る
た

め
の
凹
型
台
に
置
き
直
し
て
表
面
を
調
整
し
た
の
で
し
ょ

う
。
凸
面
の
砂
粒
は
、
こ
の
と
き
に
付
着
し
た
離
脱
剤
で

あ
る
と
理
解
で
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
摠
見
寺
は
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
か
ら

天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
の
間
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
瓦
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
明

三
年
と
は
、
一
〇
〇
年
ほ
ど
の
時
期
差
が
あ
る
の
で
す
。

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
の
時
期
差
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
摠
見

寺
の
由
緒
を
記
し
た
「
安
土
山
摠
見
禅
寺
旧
記
写
」
に
よ

る
と
、
二
王
門
の
棟
木
に
は
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）

に
建
物
を
建
立
し
た
旨
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
安
土
築
城

よ
り
も
遡
る
た
め
、
別
の
場
所
か
ら
安
土
城
へ
移
築
し
て

き
た
と
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
文
明
三
年
と
は
九
〇
年

の
時
間
差
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
二
王
門
を
移
築
す

る
際
に
、
他
の
建
物
に
使
わ
れ
て
い
た
瓦
が
紛
れ
込
ん
だ

の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
土
築
城
の

際
に
は
、
二
条
城
の
門
や
多
聞
城
の
櫓
を
移
築
し
た
と
史

料
に
書
か
れ
ま
す
が
、
摠
見
寺
建
立
に
際
し
て
も
、
様
々

な
建
物
の
部
材
が
移
さ
れ
、
使
用
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

（
佐
藤
佑
樹
）

文明年銘平瓦

そ
う
け
ん
じ
に
お
う
も
ん

が
ん
も
ん

（
マ
マ
）

り
だ
つ
ざ
い

に
じ
ょ
う
じ
ょ
う

た
も
ん
じ
ょ
う

や
ぐ
ら

ぶ
ん
め
い
ね
ん
め
い
ひ
ら
が
わ
ら
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特
別
陳
列
Ⅴ 

「
豊
臣
の
城
３ 

坂
本
城
と
大
津
城
」

　
会
期
：
10
月
10
日（
土
）〜
12
月
27
日（
日
）

　
会
場
：
望
楼
ホ
ー
ル

　
秀
吉
は
本
能
寺
の
変
後
、

坂
本
城
を
近
江
滞
在
時
の
御

座
所
と
し
て
利
用
し
ま
す

が
、
大
津
城
を
築
か
せ
る

と
廃
城
と
し
、
建
材
や
石

材
は
大
津
城
に
転
用
し
ま

す
。
本
展
で
は
坂
本
城
と

大
津
城
か
ら
出
土
し
た
瓦

な
ど
を
展
示
紹
介
し
ま
す
。

特
別
陳
列
Ⅵ 

「
滋
賀
の
縄
文
・
弥
生
・
古
墳
時
代
」

　
会
期
：
11
月
28
日（
土
）〜
１
月
31
日（
日
）

　
会
場
：
企
画
展
示
室

　
大
中
の
湖
南
遺
跡
出
土

資
料
（
滋
賀
県
指
定
文
化

財
）、
大
岩
山
銅
鐸
（
重

要
文
化
財
）、
山
津
照
神

社
古
墳
出
土
資
料
（
滋
賀

県
指
定
文
化
財
）
や
館
蔵

品
、
県
内
出
土
の
縄
文
・

弥
生
・
古
墳
時
代
の
資
料

を
展
示
紹
介
し
ま
す
。

博

物

館

の

主

な

催

し

11月　 10月　12月　
５
日（
月
）　
休
館
日

10
日（
土
）　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ  

勾
玉
を
つ
く
ろ
う
① 〈
当
日
受
付
・
参
加
費
１
０
０
０
円
〉　

11
日（
日
）　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ  

勾
玉
を
つ
く
ろ
う
② 〈
当
日
受
付
・
参
加
費
１
０
０
０
円
〉

12
日（
月
・
祝
）　
城
郭
ト
レ
イ
ル
❶ 「
安
土
城
跡
①
」〈
要
予
約
〉

13
日（
火
）　
休
館
日

19
日（
月
）　
休
館
日

24
日（
土
）　
関
西
考
古
学
の
日
記
念
講
演
会

26
日（
月
）　
休
館
日

31
日（
土
）　
秋
季
特
別
展
記
念
講
演
会 「
信
長
の
城
下
町
の
系
譜
〜
安
土
へ
の
道
」

　
　
　
　
　

講
師
…
仁
木 

宏
氏（
大
阪
公
立
大
学
教
授
・
大
阪
歴
史
博
物
館
館
長
）

２
日（
月
）　
休
館
日

３
日（
火
・
祝
）　
城
郭
ト
レ
イ
ル
❷「
安
土
城
跡
②
」〈
要
予
約
〉

９
日（
月
）　
休
館
日

14
日（
土
）　
城
郭
ト
レ
イ
ル
❸「
観
音
寺
城
跡
と
桑
實
寺
」〈
要
予
約
〉

16
日（
月
）　
休
館
日

24
日（
火
）　
休
館
日

30
日（
月
）　
休
館
日

５
日（
土
）　
連
続
講
座 「
織
田
信
長
と
浅
井
長
政  

攻
防
の
４
年
間
を
深
掘
り
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

〜
な
ぜ
、
そ
こ
ま
で
信
長
は
苦
戦
し
た
か
？
〜
」

　
　
　
　
　

① 「
姉
川
合
戦  

実
は
長
政
は
負
け
て
い
な
か
っ
た
」

　
　
　
　
　

講
師
…
太
田 

浩
司
氏 （
淡
海
歴
史
文
化
研
究
所
所
長
）

７
日（
月
）　
休
館
日

14
日（
月
）　
休
館
日

21
日（
月
）　
休
館
日

28
日（
月
）〜
１
月
４
日（
月
）　
年
末
年
始
休
館

特別陳列Ⅴ 「豊臣の城３ 坂本城と大津城」
 10月10日（土）～12月27日（日）

特別陳列Ⅵ 「滋賀の縄文・弥生・古墳時代」
 11月28日（土）～1月31日（日）

令和８年度秋季特別展 「天下人の城下町  安土」 
10月10日（土）～11月15日（日）

大津城跡出土の金箔飾り瓦
（大津市埋蔵文化財調査センター蔵）

重要文化財　
大岩山 10 号鐸
（当館蔵）

山津照神社古墳出土　
五鈴鏡
（山津照神社蔵）




